
　利府町公式インスタグラム「みやぎ利府歩き」では、利府町
のあちこちを歩きながら、魅力的な風景や観光スポットなど
を紹介します。皆さまもハッシュタグ「#利府歩き」「#りふ
あるき」をつけて、利府町の写真を投稿してくださいね。

利府町公式インスタグラム
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「日本みつばち八里の会」で、
ミツロウ作りの指導を受けるゼミ生の皆さん

手作りのミツロウで作る、
グラス入りの「ミツロウソク」

宮城学院女子大学　現代ビジネス学部　現代ビジネス学科
ハヤシ・ブレンダ　ゼミ３年生

宮城学院女子大学・現代ビジネス学部では、地域の創造と課題解決を導く女性リーダー
を育成。マーケティングをはじめとする経済活動や観光・地域資源の活用について学ぶ
同学部の現代ビジネス学科は、2019年から利府町と連携し、ブレンダゼミの学生が利府町
の魅力発信・活性化に向け、様々な企画・活動を展開している。

前列左から、堀江志乃さん、松本夏佳さん
後列左から、髙橋わか葉さん、斎藤舞夏さん、友渕綾香さん、小倉海音さん

投稿者 @photo_photo0127 さん
赤沼の蓮（ハス）を「利府」だけに「リフ」レクション（反射）
する、プロさながらの作品を投稿してくださいました！

投稿者 @mrayf207 さん
青山の「森の里公園」での１枚。
太陽が木々に差し込み、同じ木から生える葉っぱでも、
種々様々な緑色が広がりステキです。
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　広報担当になってから変わったことは、季節の移り変わりが待ち遠しく
なったこと。今まで受け身で見ていた季節も、自分から探しに行くと、
またひと味違った新鮮な景色に。皆さまも、「利府町の秋」を探し歩いて
みてくださいね。


